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湖北水道企業団における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画

　湖北水道企業団における女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画(以下

「本計画」という。)は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律(平成27年法律

第64号。以下「法」という。)第19条に基づき、湖北水道企業団企業長及び湖北水道企業団

議会議長が策定する特定事業主行動計画である。

1．計画期間

　本計画の期間は令和8年4月1日から令和13年3月31日までとする。

2．女性職員の活躍の推進に向けた体制整備

　　①各任命権者は、適宜、本計画の変更及び本計画に基づく取組の実施状況・目標の

　　 　　　 達成状況の点検及び評価を行い女性職員の活躍を推進する。

　　②各所属長及び職員は継続的に女性職員の活躍の推進に努めるため、本計画に基づき

　　　 男女双方の意識改革・理解の促進及びハラスメント対策やヘルスリテラシー向上など

　　　 職場環境の整備を積極的に取り組むこととする。

3．女性職員の職業生活における活躍についての状況把握及び課題分析

　　　法第19条第2項及び「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく特定

　　事業主行動計画の策定等に係る内閣府令(平成27年内閣府令第61号)」第2条の規定に

　　基づき、状況を把握し、改善すべき事情について分析を行った。

令和8年4月1日

湖北水道企業団議会議長

湖北水道企業団企業長　



　　　　　　　　　通り　　

把握項目①

職員の給与の男女の差異

令和4年度 令和5年度 令和6年度

78.8% 85.0% 86.2%

※再任用職員を除く

※石岡市からの出向職員を除く

※特定職員の給与が推測し得るため役職段階及び勤続年数別での算出は行わない。

[参考]

職員の平均年齢の男女の差異

令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性職員の平均年齢 41.0 39.3 39.4

女性職員の平均年齢 35.3 36.3 37.3

　「職員の給与の男女の差異」について、男性職員よりも女性職員の平均給与が低いという

結果になった。

　把握項目⑦及び[参考]職員の平均年齢の男女の差異より、勤続年数及び年齢の平均は

男性職員と女性職員で大きな差はみられない。

　把握項目②・③が示す通り、係長相当職以上の役職において女性職員の任用割合が

低いことが平均給与の差の原因とみられる。

把握項目②

管理職(課長級以上)にある職員に占める女性職員の割合

令和4年度 令和5年度 令和6年度

※再任用職員を除く

※職員のまとまりごとに把握

　課長級以上の管理職のうち、女性の管理職は毎年１人となっている。

　引き続き課長相当職への任用候補者の育成が必要である。

男性職員の給与の
平均に対する女性職
員の給与の平均の
割合(差異)

管理職(課長級以上)
総人数 4 4 7

1

女性管理職
(課長級以上)割合 25.0% 25.0% 14.3%

女性管理職
(課長級以上)人数 1 1



各役職段階に占める女性職員の割合及びその伸び率

A.部長次長相当職

令和4年度 令和5年度 令和6年度

総数(人) 1 3 3

うち女性部長次長数 0 0 0

女性割合 0.0% 0.0% 0.0%

伸び率(令和6年度－令和4年度)　0.0ポイント

B.課長相当職

令和4年度 令和5年度 令和6年度

総数(人) 3 1 4

うち女性課長数 1 1 1

女性割合 33.3% 100.0% 25.0%

伸び率(令和6年度－令和4年度)　▲8.3ポイント

C.課長補佐相当職

令和4年度 令和5年度 令和6年度

総数(人) 4 3 2

うち女性課長補佐数 0 0 0

女性割合 0.0% 0.0% 0.0%

伸び率(令和6年度－令和4年度)　0.0ポイント

D.係長相当職

令和4年度 令和5年度 令和6年度

総数(人) 3 4 4

うち女性係長数 0 0 0

女性割合 0.0% 0.0% 0.0%

伸び率(令和6年度－令和4年度)　0.0ポイント

※再任用職員を除く

※職員のまとまりごとに把握

女性職員は課長相当職にて任用されているのみである。

各役職段階において女性割合を高めるには、より下位の役職者を育成する必要がある。

また、職員全体における女性割合を高めることも課題として挙げられる。

把握項目③



採用した職員に占める女性職員の割合

令和4年度 令和5年度 令和6年度

採用人数　　全体 1 2 1

　　　　　一般職 1 2 1

　　　　　技術職 0 0 0

女性割合　　全体 100.0% 0.0% 0.0%

　　　　　一般職 100.0% 0.0% 0.0%

　　　　　技術職 0.0% 0.0% 0.0%

湖北水道企業団職員採用試験受験申込者の女性割合

令和4年度 令和5年度 令和6年度

受験申込人数 全体 21 18 22

　　　　　一般職 20 17 22

　　　　　技術職 1 1 0

女性割合　　全体 19.0% 38.9% 13.6%

　　　　　一般職 20.0% 41.2% 13.6%

　　　　　技術職 0.0% 0.0% 0.0%

令和4年度職員採用試験実施、令和5年度採用人数は2名(男性)である。

令和5年度職員採用試験実施、令和6年度採用人数は1名(男性)である。

令和6年度職員採用試験実施、令和7年度採用人数は2名(男性)である。

把握項目⑥

セクシュアル・ハラスメント等対策の整備状況

　湖北水道企業団職員のハラスメント防止に関する要綱(令和３年２月１日訓令甲第１号)を

定め、セクシュアル・ハラスメント等を防止し健全な職場環境の確保をはかっている。

　庁内ネットワーク環境にて要綱を職員へ周知し、研修を通じて必要な知識の共有化を行った。

　相談窓口を設置し、相談や申出を受けた際は事実関係を確認のうえ助言や措置を講ずる。

把握項目④

把握項目⑤



把握項目⑦

平均継続勤務年数の男女の差異　

令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性職員 14.5 13.1 13.4

女性職員 14.7 15.7 16.7

※各年度4月1日現在の勤続年数

※再任用職員を除く

※石岡市からの出向職員を除く

　　「平均継続勤務年数の男女の差異」について、令和4年度は両者の勤続年数の差は

ほぼ無かった。しかし令和5年度と令和6年度には女性職員の方が男性職員よりも数年

勤続年数が長くなった。令和5年度以降女性の新規採用職員がいないことによる影響と

みられる。

把握項目⑧

男女別の育児休業取得率及び取得日数の分布状況

●男性職員

令和4年度 令和5年度 令和6年度

対象者 3 3 3

うち育児休業取得者 0 0 0

取得率 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１週間未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１週間以上２週間未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　２週間以上１月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１月超３月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　３月超６月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　６月超９月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　９月超 12 月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　12 月超 24 月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　24 月超 0.0% 0.0% 0.0%



●女性職員

令和4年度 令和5年度 令和6年度

対象者 0 0 0

うち育児休業取得者 0 0 0

取得率 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１週間未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１週間以上２週間未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　２週間以上１月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　１月超３月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　３月超６月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　６月超９月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　９月超 12 月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　12 月超 24 月以下 0.0% 0.0% 0.0%

　　　24 月超 0.0% 0.0% 0.0%

男性職員には育児休業を取得した者はおらず、女性職員は対象者がいなかった。

育児休業中は給与が支払われず、取得が難しいことの一因だと考えられる。

把握項目⑨

男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加のための休暇取得率及び取得日数の分布状況

配偶者出産休暇(出産補助休暇)

令和4年度 令和5年度 令和6年度

対象者 1 2 1

うち休暇取得者 1 1 1

取得率 100.0% 50.0% 100.0%

　　　うち1日未満 100.0% 0.0% 0.0%

　　　うち1日以上2日未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　うち2日以上 0.0% 100.0% 100.0%



育児参加休暇

令和4年度 令和5年度 令和6年度

対象者 1 2 1

うち休暇取得者 0 1 1

取得率 0.0% 50.0% 100.0%

　　　うち1日未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　うち1日以上2日未満 0.0% 0.0% 0.0%

　　　うち2日以上 0.0% 100.0% 100.0%

取得該当者が配偶者出産休暇及び育児参加休暇を取得していない年度があるため、

継続的に休暇制度の存在の周知を行うこと及び休暇を取得しやすい環境作りが必要

となる。

把握項目⑩

職員の各月ごとの平均超過勤務時間

管理職 管理職以外 再任用職員

令和6年4月分 0:00 1:24 0:00

令和6年5月分 0:00 1:25 0:00

令和6年6月分 0:00 2:48 0:00

令和6年7月分 0:00 4:46 0:00

令和6年8月分 0:00 2:12 0:00

令和6年9月分 0:00 3:32 0:00

令和6年10月分 0:00 2:02 0:00

令和6年11月分 0:00 10:05 0:00

令和6年12月分 0:00 5:18 0:00

令和7年1月分 0:00 6:27 0:00

令和7年2月分 0:00 6:15 0:00

令和7年3月分 0:00 8:13 0:00

年度平均 0:00 4:32 0:00



超過勤務の上限を超えた職員数

管理職 管理職以外 再任用職員

令和6年4月分 0 0 0

令和6年5月分 0 0 0

令和6年6月分 0 0 0

令和6年7月分 0 0 0

令和6年8月分 0 0 0

令和6年9月分 0 0 0

令和6年10月分 0 0 0

令和6年11月分 0 0 0

令和6年12月分 0 0 0

令和7年1月分 0 0 0

令和7年2月分 0 0 0

令和7年3月分 0 0 0

年度平均 0 0 0

　超過勤務時間が「一月について45時間」を超えたものはおらず、「一年について360時間」

超えた職員も同様にいなかった。



目標１：令和12年度までに、職員採用試験受験申込者に占める女性割合を40％以上にする。

【取組内容】

①湖北水道企業団広報紙「湖北水道だより」にて女性職員の声を積極的に紹介し、女性に

　とって働きやすい職場であることを広報することで女性受験申込者の増加に努める。

②職員を募集する際にホームページ・SNSを活用することで、「湖北水道だより」配布地域

　以外からの女性受験申込者を広く募る。

③女性職員の外部研修への派遣等キャリア支援を行うことで女性が活躍できる魅力的な

　職場となるよう努める。

目標２：令和12年度までに男性職員の育児参加休暇の取得率を20％以上にする。

【取組内容】

①育児に関する各種制度を紹介する文書又はパンフレットにて制度の周知徹底をはかる。

　毎年度1回以上、ネットワーク環境等を用いて職員向けに制度の存在の周知を行う。

②男性職員より配偶者の出産について報告を受けた場合には、担当部署より育児に関す

　る各種制度を紹介するため面談を行う。

目標3：令和12年度までに男性職員の育児休業の取得率を50％以上にする。

【取組内容】

①職場の上司による育休取得の働きかけを徹底する。（職員が育児休業を申し出た場合は、

　管理職員が育児休業制度等の周知を行うとともに、当該職員への育休取得の働きかけを

  徹底する。）

②育児休業を取得した場合には、当該職員の協力を得て制度のメリット等を職員に周知し、

　育児休業の取得を促進する。

③育児休業を取得した職員の円滑な職場復帰の支援を図るとともに、育児休業中の職員に

　　対し、情報提供を行う。


